
チーム目標「考え、学び合い、共に伸びる菊川市チーム」 

大一番での強さで選手選考 

９月９日（土）に、浜岡陸上競技場で選手選考会が行われ

ました。大勢が参加し、自分の目標達成をめざして最後まで

がんばって走り抜きました。お疲れ様でした。登録メンバー

候補については、予告通り菊川市の選考基準をもとに決定しました。そして、最終選考につい

ても菊川市の選考基準をもとに決定します。その対象となる選考レースは 

○小学生男女、中学生男子、一般女子、40歳以上…11 月 11 日（土）「菊川マラソンチャンピ  

オンシップ 2023」 

○中学生女子、高校生男女、一般男子…11 月 18 日（土）「静岡県長距離記録会」 

です。前回同様、「選考会当日に向けてどれだけ心身の調子を整えることができるのか、そして

大一番でその力を発揮できるか」が問われます。 

成長至上主義 

上のチーム目標にもありますし、今までのこのたよりにも書いてきましたが、半年間の練習を

通して、単に走るのが速くなるのではなく、人間としても成長することを願って指導をしていま

す。そして人間として成長することがより速く走る力にもつながると思います。 

野球の話になりますが、夏の甲子園でけいおうぎじゅく高校が優勝しました。

その監督の話が菊川市チームの理想と一致していたので、その内容を紹介します。 

 スポーツは、どうしても目先の勝利、勝ち負けを追求する勝利しじょう主義におちいり

やすい部分があります。ですから、私は一人一人の部員やチームの成長を第一とする“成

長しじょう主義”をかかげて指導に向き合ってきました。スポーツの最もすうこうな価値

は、目標に向かっていっしょうけんめい努力する中で心と体がバランスよく育まれ、その

後の人生をみちびく財産になることだと信じています。社会に羽ばたいていった後もこの

野球部での経験をかてにし、おのおのが選んだぶたいできらりと輝く存在に成長してくれ

ることが、指導者にとって何よりの喜びです。 

９月の選手選考会で候補者が絞られましたが、選考からもれた人たちも今後引き続き参加す

ることができます。「もっと速くなりたい。」「来年の出場に向けて練習を続けたい。」「人間とし

ても成長したい。」という人は、引き続き参加することをおすすめします。それが、候補に残っ

た人たちへのよいしげきにもなると思います。このような高め合いが、菊川市チーム目標の「考

え、学び合い、共に伸びる菊川市チーム」にもつながります。 

ホームページにもけいさい 

「菊川市駅伝チームだより」が菊川市スポーツ協会のホームページに掲載されています。過去

のものも全てのっていますので、振り返るために見たい方などは、ぜひごらんください。 

【文責：北原弘明（かんとく）】 


